
宇宙基本計画の実行に向けた提言
（概要）

2024年３月19日

一般社団法人 日本経済団体連合会



目次

1. はじめに……………………………………………２

2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
……………………………………………………４

（１）宇宙安全保障の確保…………………………………５

① 宇宙安全保障のための宇宙システム利用の抜本的拡大

② 安全空間の安全かつ安定的な利用の確保

③ 安全保障と宇宙産業の発展の好循環の実現

（２）国土強靭化・地球規模課題への
対応とイノベーションの実現……………………………8

① 次世代通信サービス

② リモートセンシング

③ 準天頂衛星システム

④ 衛星開発・利用基盤の拡充

（３）宇宙科学・探査における新たな知と
産業の創造………………………………11

① 宇宙科学・探査

② 地球低軌道活動

（４）宇宙活動を支える総合的基盤の強化
…………………………………………13

① 宇宙輸送

② 宇宙交通管理及びスペースデブリ対策

③ 技術・産業・人材基盤の強化

3. 宇宙関係予算の確保及び着実な執行のための
体制構築………………………………17

4. おわりに…………………………………19

1



1. はじめに
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1. はじめに

安全保障分野における宇宙システムが果たす役割の重要性

•ロシアによるウクライナ侵略では衛星画像が戦闘状況の把握などに活用

宇宙安全保障構想・宇宙基本計画の策定

•宇宙基本計画には経団連提言内容が大いに反映

•政府の取組みを高く評価

宇宙基本計画の着実な実行

•令和６年度以降の宇宙関係予算で担保すべき重点事項を含め
産業界として重視する事項を提言
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2. 宇宙開発利用の重要性
及び宇宙政策の重要事項
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(１)宇宙安全保障の確保

• 宇宙は安全保障上の領域の一
つ。ウクライナ危機以降、各国の
宇宙産業は安全保障分野への
展開を加速

• 安全保障の領域は、従来の陸・
海・空に加え宇宙・サイバー・電
磁波にまで拡大し、各領域の融
合が進む

図：安全保障のための宇宙アーキテクチャ
（出所：内閣府HP）
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(１)宇宙安全保障の確保

① 宇宙安全保障のための宇宙システム利用の抜本的拡大

【情報収集衛星等の機能強化】

• 情報収集衛星（IGS）10機体制（基幹衛星：4機、時間軸多様化衛星：4機、
データ中継衛星：2機）の確立

• 短期打上型小型衛星（即応小型衛星）の実証、電波情報収集衛星の開発

【安全保障用通信衛星の多層化】

• 次期防衛通信衛星の開発・整備

• フルデジタル化技術の適用

• 防衛専用の衛星通信網（多層な民間通信衛星等の活用含）を整備、サイバー対策強化

【ミサイル防衛用宇宙システムに必要な技術の確立】

• 早期警戒機能を保有する小型衛星コンステレーションの構築

• 超音速滑空ミサイル（HGV）の探知・追尾能力の向上

【海洋状況把握等】

• 船舶自動識別装置および光学衛星や合成開口レーダ衛星（SAR）データや
電波情報などの衛星情報を即時に収集するシステム構築
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(１)宇宙安全保障の確保

② 宇宙空間の安全かつ安定的な利用の確保

【宇宙システム全体の機能保証強化】

• 抗たん性を高めた多層的な宇宙システム構築

• 人工知能（AI）技術など民間技術も活用しながら、サイバーセキュリティ技術の開発を推
進

【宇宙領域把握（SDA）体制の構築】

• SDA衛星の2026年度打上。SDA衛星2号機以降の整備・技術開発

• 光学・レーダ・電波等と様々な種類の宇宙監視センサを用いた観測

• 観測データをリアルタイムに伝達するためのデータ中継機能

③ 安全保障と宇宙産業の発展の好循環の実現

【政府の研究開発・実装化能力の向上】

• 通信、観測、測位等を含めた幅広い分野の国産衛星の開発

• 宇宙輸送システムについても、高頻度打上げや輸送能力（大型化・再使用化・低コスト
化等）を抜本的に向上させる開発を間断なく実施

• 技術・製品関発以後も、システムメンテナンスを行い、機能向上やシステム改善に向けた整
備を継続
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(２)国土強靭化・地球規模課題への対応とイノベーションの実現

• 宇宙システムにより、台風
や地震などの被災状況の
網羅的かつ迅速な把握が
可能

• 国民の安全・安心の確保
に向け災害対策に資する
実用的な宇宙システムの
整備・維持が必要

図：複数の衛星を活用した土砂災害の早期把握
（出所：宇宙政策委員会第１０７回・宇宙政策委員会
基本政策部会 国土交通省説明資料）
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(２)国土強靭化・地球規模課題への対応とイノベーションの実現

① 次世代通信サービス

【Beyond 5G等次世代通信技術開発・実証】

• 宇宙光通信技術の研究開発・量産技術開発、社会実装に向けたシステム実証

【フルデジタル化通信衛星実装へ開発・実証】

• 2025年度の技術試験衛星９号機（ETS-９）打ち上げに向けた開発を着実に推推。
ETS-９以降についても地上実証を含む継続的な研究開発と技術試験衛星の開発・打
ち上げを推進

② リモートセンシング

【防災・減災・国土強靭化・地球規模課題への衛星開発・運用とデータ利活用促進】

• 温室効果ガス・水循環観測技術衛星（GOSAT-GW）打上げ。衛星搭載高度計ライ
ダー利用によるカーボンクレジット評価のゲームチェンジ

• 宇宙太陽光発電システムの開発

• 地球上のあらゆる場所を捉える広域なセンシングネットワーク

• 民間の光通信衛星コンステ等を活用し、リアルもしくは準リアルタイムでデータを地上に伝達
するシステム構築

【衛星関連先端技術の開発・実証支援】

• 各種センサの研究開発と実装
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(２)国土強靭化・地球規模課題への対応とイノベーションの実現

③ 準天頂衛星システム

【7機体制の着実な構築と11機体制に向けた 検討・開発着⼿】

• 7機体制から11機体制への拡張

④ 衛星開発・利用基盤の拡充

【衛星データ利用拡大とサービス調達推進】

• フロントローディングの考え方に基づき、衛星技術の研究開発・実証
を拡充・推進

• 政府によるリモートセンシングデータの調達率先

• 研究開発や部材調達の時間を考慮したシリーズ衛星の量産性

【宇宙機器・ソリューションビジネスの海外展開強化】

• 宇宙機器に加えて、宇宙を利用したソリューションビジネスの確立

• 企業の事業化を政府が支援する仕組み
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(3)宇宙科学・探査における新たな知と産業の創造

• 科学的な知の創出

• 広く国民に対し夢・希望を提供

• 研究者・技術者・学生などの次世代を担う
人材の育成

• 幅広い分野の科学技術開発のけん引

• 民間企業との共同研究開発等によって
産業競争力の強化に貢献

図：有人月面探査計画（アルテミス計画）の概要
（出所：宇宙政策委員会宇宙産業・科学技術基盤部会

宇宙科学・探査小委員会第３２回会合資料）
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(3)宇宙科学・探査における新たな知と産業の創造

① 宇宙科学・探査

【アルテミス計画の下、持続的な月面活動の推進】

• 基幹ロケットの国際競争力の向上、打ち上げの高頻度化に向けた射場等整備

• 月周回有人拠点「ゲートウェイ」輸送を担う補給機の開発・実証

• 無人月面探査車および有人与圧探査車開発

② 地球低軌道活動

【ポストISSの在り方の検討と必要な技術の研究開発を見据えた取り組み】

• ISS日本実験棟『きぼう』の後継機となる日本モジュールの検討

• 新型宇宙ステーション補給機による物資補給、宇宙ステーションからの小型回収技術・
帰還型の無人宇宙機の開発

• 地上で実証結果の分析・検証が可能な回収型の実験機会を高頻度かつ短リードタイムで
利用できる選択肢の提供

• 地球低軌道拠点の民間利用促進

【国際的・国内的な法的枠組みの検討】

• 地球低軌道の民間利用に伴い必要となる国際的・国内的な法的枠組みや、
求められる国際技術標準・規格等についての検討

• 国際的なルール形成をわが国がリード
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(4)宇宙活動を支える総合的基盤の強化

• わが国の宇宙活動の自立
性を将来にわたって維持・
強化していくためには、宇宙
活動を支える総合的基盤
の強化が必要

（出所；宇宙政策委員会 第１０９回 会合資料）
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(4)宇宙活動を支える総合的基盤の強化

① 宇宙輸送

【新たな宇宙輸送システムの構築】

• 基幹ロケットの能力強化、ロケットの射場の増築・整備、保管場所や設備の老朽化更新・
拡充、打上げ時の飛行の安全確保の充実

• 衛星搭載方式の多様化

• 有人輸送技術の開発

【新たな宇宙輸送を実現する制度環境整備】

• 新たな宇宙輸送の事業展開を可能にするために必要な各種法整備や国際標準化などの
制度環境の整備

② 宇宙交通管理及びスペースデブリ対策

• 運用を終了した衛星等の軌道離脱、軌道上での衛星の寿命延長・燃料補給など、
スペースデブリの低減に資する技術開発

• 軌道上サービスを支える技術となる、推進装置一体型の高機動バスシステムの開発は
軌道上サービス分野における日本のプレゼンス向上に寄与

• 政府によるアンカーテナンシー、危険で環境改善効果の高いスペースデブリを除去するための
エコシステムの構築
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(4)宇宙活動を支える総合的基盤の強化

③ 技術・産業・人材基盤の強化

【宇宙技術戦略の策定・ローリング】

• わが国の宇宙活動の自立性を支える宇宙産業基盤の強化

• 「技術的優位性」「自律性」「ユースケース」等の視点に基づき、優先度をつけた上で産業界
の意見を踏まえた中長期的な戦略を立案し、当該戦略を踏まえて各省の予算が編成され
るとともに、戦略の内容は産官学で着実に実行に移されるべき

• 「海外から導入する製品・技術」と「国産化する製品・技術」の峻別

• わが国に必要な技術が継承される仕組みが必要

• 商業化に向けた支援についての具体的な道筋、地上への技術転用

【先端・基盤技術開発の強化（JAXA能力強化、資金供給機能強化）】

• 宇宙戦略基金から、宇宙技術戦略において重点分野として特定された技術分野に対し
戦略的かつ適切なタイミング・環境変化に応じた柔軟な投資が行われることが重要

• 政府全体として一元的に技術開発の実施内容を集約の上、意思決定できる制度設計

【商業化に向けた支援の強化】

• 競争力強化やサプライチェーン強化につながる人材育成

• 宇宙環境試験実施における、試験設備の共有、必要な技術のトレーニング、
タイムリーな機会提供などの支援、試験を確実に行うための既存設備の着実な
保全・更新
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2. 宇宙開発利用の重要性及び宇宙政策の重要事項
(4)宇宙活動を支える総合的基盤の強化

【異業種や中小・スタートアップ企業の宇宙産業への参集促進及び事業化支援】

• 異業種や中小・スタートアップ企業の宇宙産業への参入促進及び事業化支援
（JAXA出資・資金供給機能、SBIR制度等）の着実な施行

• 宇宙B to Cビジネスの展開

【契約制度の見直し】

• 宇宙産業基盤の強化に向けては、宇宙関連企業において適正な利益が確保され、
新たな人材育成や技術開発に投資を行う好循環が形成されることが重要

• 関係執行機関において、衛星、宇宙科学・探査、輸送等の各分野に対して政府の
方針に基づいた確実な運用

【人材基盤の強化】

• 宇宙技術が利用される市場の創出

• 海外企業との連携や海外市場への進出

【国民理解の増進】

• 宇宙を身近に感じる、宇宙を通した感動体験を提供することが重要

• 日本が得意とするエンタテインメントの力は宇宙に対する国民理解を深めるために有
効
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3. 宇宙関係予算の確保及び
着実な執行のための体制構築
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3. 宇宙関係予算の確保及び着実な執行のための体制
構築

安全保障利用も含めて増額を継続すべき

早期かつ確実に１兆円の宇宙戦略基金予算の総額確保

各種政策および予算を着実に実行に移すため、内閣府はじめ関連省庁お
よびJAXAにおいて、十分な人材確保を行い機能的な体制を構築

毎年度の宇宙関係予算として１兆円規模を目指すべき
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4. おわりに
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4. おわりに

わが国の宇宙政策および宇宙産業は大きな変革の時期

わが国の防衛力も抜本的な強化が目指されており
宇宙安全保障の確保に向けた取組みを加速する機会

経団連は、わが国の宇宙活動の自立性を維持・強化し、世界をリー
ドしていくという宇宙基本計画の実現に貢献することができるよう、
引き続き、わが国の宇宙開発利用の発展に尽くす
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APPENDIX

21



参考：宇宙基本計画 概要
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